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教員スタッフ御挨拶 

 

原 彰彦（名誉教授） 

 学部改革の一環として 1998 年（平成 10 年）9 月 1 日七飯養魚実習施設より学部第二研

究棟 3 階の現在の場所に引越してきた。今でも当時の教室名、例えば旧淡水、旧生理など

の呼び名は使われている。七飯からこちらに来た我々は旧七飯とはいかず、適当な名を付

けなければならなくなった。免疫生化学教室（講座）でもよかったが、最も分かりやすい

（事務関係者らにとって）名として原研究室とした。勝手につけた名かもしれないが、当

時教官は私一人で、教授会の講座名としてもこの名前が正式に認められた。そんな時代で

した。あれから 28 年あまり続いています。年報の第？号は私が北大水産学部の在職期間と

一致します。その後の学部改革により現在の正式名は海洋動物生殖生化学研究室（俗称原

研）・水産資源開発工学研究室（俗称清水組）だそうですが、皆様ご存知でしょうか？ 

 

東藤 孝（准教授） 

 学部 4年生より研究者人生をスタートさせてから幾星霜、昨年（2016年）に遂に 50歳を迎え

てしまいました。「遂に」というのは、50歳という年齢が自分にとって年寄りへの分岐点である

ような印象を持っていたためで、若い頃には 50歳の自分というものが想像すらつかないような

遠い存在でした。いざ 50歳を迎えて現在の自分を見つめ直してみると、例えば 50歳頃の原先生

と比較すれば、自分が何と頼りない存在であるかと反省することばかりです。さて、原研も現在

のスタッフ体制になって 10年が経ちました。この間、原研の伝統は守ったうえで、新しい研究

室作りもやっていかなければならないと思って努力してきましたが、残念ながら私自身の努力は

足りなかったなと、これまた反省しています。「時代は変わる」ものであり、また良い方向に変

えていかなくてはなりません。という訳で、昨年のボブ・ディランのノーベル文学賞受賞を記念

し、彼の「時代は変わる（Times they are a-changinô）」の歌詞の一部を、自戒の意味を込めて若い

人たちに贈りたいと思います。The slow one now, will later be fast. As the present now, will later be 

past. The order is rapidly fadin'. And the first one now, will later be last. For the times they are a-changin'. 

 

清水 宗敬（准教授） 

 2006年 8 月に北海道大学大学院水産科学研究院の留学生専門教育教員（講師）として採用さ

れ、早 10年が過ぎました。その間、留学生の世話をしながら、研究グループの立ち上げと体制

作りに試行錯誤してきました。現在は学生も 10名を超え、グループとしての形が出来つつあり

ます。2016年 4月には担当する大学院が環境科学院となり、2017年 3月に准教授として昇任さ

せていただきました。留学生担当を外れた後、自分の立ち位置が定まらない中、原先生をはじめ

多くの方々にご支援していただいたおかげです。この場を借りて厚く感謝申し上げます。教員と

しての所属と担当する大学院・学科がさらに複雑になり、学生の皆さんには引き続き面倒をかけ
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てしまうと思いますが、その分、おもしろい研究をさせてあげられるよう頑張ります。 

 

平松 尚志（准教授） 

 私も清水先生と同様に赴任から 10年が経ちました。赴任時は、学生数も少なく余裕をもって

研究実施や研究費取得に全力を投じることができた時代でした。その後、徐々に学生数も増え、

新年度（2017）は研究室全体の学生数が最大となり、3つ目の学生オフィスも満員となりました。

かわいそうな（笑）長老学生は先生の部屋の机に座っていますが、そこだけは、なんだか昔の七

飯を思い出します。ますますの資金確保が必要な時ですが、大学からの運営財源は減り続け、10

年前の 3分の 1ぐらいとなり、本年度はさらに大幅削減予定です。その他、研究費獲得もかんば

しくなく、頭の痛いところですが、これを乗り越えてこそと思っています。これまで投資をして

きた新たな技術や資材、つながりなどが活きてくると良いなと思っています。原先生、クレイグ

先生に教えて頂いた「前のめりに。。。」と「Never give up」を胸にがんばろうと思います。  

 

I  概況 

 

1. 年間経費 

A  一般運営財源 

A1. 海洋動物生化学共通  

H27年度：1,431,498円（東藤・平松共通） 

H28年度：1,171,583円（東藤・平松共通） 

A2. 水産資源開発工学分野（講師） 

  H27年度：1,235,000円（清水） 

  H28年度：  787,293円（清水） 

 

B 科学研究費補助金 

B1．日本学術振興会科学研究費補助金 H27・28年度挑戦的萌芽研究（継続 1・2年目） 

「魚類の卵母細胞を標的とする分子輸送体を産生するトランスジェニックメダカの作製」 

H27年度：1,690,000円（直接経費 1,300,000円）代表（平松:1,300,000） 

H28年度：1,300,000円（直接経費 1,000,000円）代表（平松:1,000,000） 

B2. 日本学術振興会科学研究費補助金 H27年度基盤研究 A（継続最終年度） 

「チョウザメの生殖統御技術開発のための性分化、卵成長および卵成熟の分子機構解析」 

H27年度：3,900,000円（直接経費 3,000,000円）代表（足立）・分担（平松: 900,000） 

B3. 日本学術振興会科学研究費補助金 H27・28年度基盤 C（継続 2年目, 最終年度） 

 「魚類の卵母細胞における油球形成機構の解明」 

H27年度：1,430,000円（直接経費 1,100,000円）代表（東藤: 1,100,000） 

H27年度：1,430,000円（直接経費 1,100,000円）代表（東藤: 1,100,000） 
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B4. 日本学術振興会科学研究費補助金 H27年度基盤 C（継続 3年目） 

 「生理学的および生態学的手法を用いた海洋生活初期のサケ・マス稚幼魚の成長率評価」 

 H27年度：1,690,000円（直接経費 1,300,000円）分担（清水 700,000） 

B5. 日本学術振興会科学研究費補助金 H28年度基盤 B（初年度） 

 「サケ科魚類の新しい成長・ストレス診断法の開発と海面養殖への応用」 

 H28年度：7,930,000円（直接経費 6,100,000円）代表（清水 4,750,000） 

B6. 日本学術振興会科学研究費補助金 H28年度特別研究員奨励費（初年度） 

「血中ホルモン量を用いたサケ科魚類の成長率評価体系の構築」 

H28年度：900,000円（直接経費 900,000円）代表（金子: 900,000） 

 

C 委任研究費（寄付金財源） 

   

C1. 寿原記念財団 

  H27 年度：代表（清水：1,200,000 円） 

  「生理学的指標を用いたサケ・マス稚幼魚の成長率評価技術の開発」 

C2. 株式会社エコニクス 

H27・28年度：代表（平松: 200,000・200,000円） 

C3. 北水協会 

1：H27年度：代表（東藤: 700,000円） 

  「フサカサゴ科魚類（ソイ・メバル類）における人為的繁殖制御技術の開発」 

2：H27・28年度：代表（平松：800,000・700,000円） 

  「カレイ類受精卵及びシシャモ仔稚魚に対する種特異抗体の作製」 

  3：H28 年度：代表（清水：800,000 円） 

  「サケ科魚類の種苗性と海洋環境とのマッチングに関する実験的検証」 

 

D 受託研究費 

本年度該当なし 

 

E 企業との共同研究費 

本年度該当なし 

 

２．人の出入 

A 新入（4年） 

H27年度：大橋瑞穂・河合尚・勘林優樹・木﨑亮佑・小林美水・坂井大輔・佐藤往志・紫藤勇磨・

田中弥生・牟田雅武 

H28年度：中村周・小山海斗・柴田優斗・塚原杏奈・佐藤萌絵・野中達浩・西村啓・石毛友里絵・
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笠井慶・猪股勇斗・栗田大樹 

 

B 新入（修士・博士・ポスドク） 

B1. 修士： 

H27年度： 大石岳人・曽根志織・田中英絵・廣島美枝・村山大樹・吉田達哉 

H28年度：勘林優樹・木﨑亮佑・坂井大輔・紫藤勇磨・田中弥生 

 

B2. 博士： 

H28年度：永田淳 

 

B3. ポスドク： 

H27年度：莚平裕次（10月～） 

 

C 卒業（原研から外部へ： 27, 28年度の配属先） 

C1. 4年生： 

H27年度：大橋瑞穂（東日本電信電話株式会社）・河合尚（北大農学院）・小林美水（北海道大学

環境科学院）・佐藤往志（日本放送協会） 

H28年度：西村啓（富士ソフト㈱・石毛友里絵（北海道庁）・笠井慶（北海道庁）・猪股勇斗（北

大地環研）・牟田雅武（日本郵便九州支所） 

 

C2. 修士： 

H27年度：小野峻太郎（NSユナイテッド海運）・小渡賢太（マルハニチロ㈱）・金丸信太郎（東

洋冷蔵）・峯野博和（西松屋チェーン）・八島諒（ニチレイロジグループ本社）・横野

孝典（森永乳業㈱）・稲谷祐（アサヒビール㈱）・谷山奈津美（栗田工業㈱） 

H28年度：大石岳人（フィードワン㈱）・曽根志織（日本農産工業㈱）・田中英絵（桃谷順天堂）・

  村山大樹（大同生命保険㈱）・吉田達哉（ニチレイロジグループ本社） 

 

C3. 博士課程： 

H27年度：莚平裕次（10~3月: JSPS） 

H27年度：前林 衛（北のお魚大使工房 技術顧問） 

 

C4. ポスドク： 

H27年度：莚平裕次（北大院水技術補助員） 

H28年度：莚平裕次（10月～：長崎大学ポスドク） 

 

D その他（研究生・短期研修研究者・外部研究者表敬訪問等）  
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D1. 研究生  

H28年度：牟田雅武（研究生、前期） 

 

D2. 短期研修研究者 

H27年 8月 1日～10月 31日：上海海洋大学ポスドク 呉美琴実験 

H28年：9月～12月：Prof. Mark Lokman 来函 

 

D3. 外部研究者表敬訪問 

H27年 6月 12日：東海大学海洋学部講師 鉄 多加志先生来室 

H27年 8月 24日：極地研名誉教授 福地光男先生（北大東京オフィッス所長）来室 

H27年 10月 6日：ノルウェー・ユニ研究所主任研究員 Tom O. Nilsen博士ら来室  

H27年 10月 7日：長崎大学教授 征矢野 清先生来室 

H28年 1月 14日：弘前大学教授 嵯峨直恆先生来室 

H28年 2月 5日：ワシントン大学教授 Graham Young先生来室 

H28年 4月 22日：弘前大学教授 嵯峨直恆先生来室 

H28年 6月 10日：東海大学海洋学部講師 鉄 多加志先生来室 

H28年 6月 16日：聖マリアンナ医科大学准教授 廣井準也先生来室 

H28年 7月 6日：極地研名誉教授 福地光男先生来室 

H28年 8年 2日：静岡大学准教授 日下部誠・郁美一家訪問 

H28年 8月 4日：北海道立総合研究機構栽培水産試験場 川崎 琢先生来室 

H28年 9月 5日：長崎大学教授 征矢野 清先生夫妻来函 “まんてんや” 

H28年 10月 7日：国立遺伝研 羅雯姝博士来室 “こざる” 

H28年 10月 10日：ノルウェー・ユニ研究所 主任研究員 Tom Nilsen (-14), 技官 Valentina Tronci 

  (-23), 大学院生 Ingrid Gamlem (-31) 来室 

H28年 11月 19日：弘前大学教授 嵯峨直恆先生来室 

H29年 1月 8日：群馬大学名誉教授 三國雅彦先生来室  

H29年 3月 2日：長崎大学教授 征矢野 清先生来函 

 

II  業績 

 

１．研究テーマ 

A 博士後期課程 

A1. 博士論文テーマ（原研） 

H27年度： 

59) 莚平裕次 
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「サケ科魚類の2型ビテロジェニン合成および蓄積機構に関する研究」（平松指導、平

松・東藤・原・清水 副査担当） 

Studies on mechanisms of production and accumulation of dual vitellogenins in salmonid 

species 

60) 前林衛 

「チョウザメの多型ビテロジェニンに関する分子生物学的および免疫生化学的研究」

（東藤・平松指導、平松・東藤・原・清水 副査担当） 

Molecular biological and immunobiochemical studies of multiple vitellogenins in sturgeons 

 

H28年度：該当者無し 

  

A2. 博士論文テーマ（原研以外担当） 

H27年度： 

61)  Heng Wang 

「ウニの主要卵黄タンパク質MYPsに関する生化学および分子生物学的研究」 

（浦指導、平松副査担当） 

Biochemical and molecular biological study of major yolk proteins (MYPs) in sea urchin 

62) 泉ひかり 

「ニホンウナギの卵質に関わる母性mRNAに関する研究」 

（足立指導、平松副査担当） 

Studies on maternal mRNA related to egg quality in Japanese eel, Anguilla japonica 

 

H28年度：  

63）尾田昌紀 

 「琵琶湖固有種ビワマスの自然再生産に関する生態学的研究」 

 （社会人博士、荒井指導、清水副査担当） 

 

 

B 博士前期（修士）課程 

B1. 修士論文テーマ（原研） 

H27年度： 

134) 小野峻太郎: ヌタウナギにおける2種ビテロジェニン遺伝子の転写調節機構の解析（東藤指

導、東藤・平松・清水副査担当） 

135) 小渡賢太: 増養殖技術の拡大・効率化を目的としたメバル属魚類雄の繁殖生理に関する基

礎的研究（平松指導、平松・東藤・清水副査担当） 
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136) 金丸信太郎: エゾメバルにおける核内プロジェスチン受容体のcDNAクローニングと発現

解析（東藤指導、東藤・平松・清水副査担当） 

137) 峯野博和: ホールマウント免疫染色法による３種カレイ卵の種判別（平松指導、平松・東

藤・清水副査担当） 

138) 八島諒: Vtg 受容体を標的とした物質輸送システム: メダカのリポビテリン部分配列を用

いたモデル輸送体コンストラクトの作製と動物細胞での発現性状解析（平松指導、平

松・東藤・清水副査担当） 

139) 永田淳: カットスロートトラウト卵母細胞における油球形成機構に関する研究（東藤指導、

東藤・平松・清水副査担当） 

140) 横野孝典: エゾメバル下垂体で産生される糖タンパクホルモン各サブユニットの cDNA 

クローニングと発現解析（東藤指導、東藤・平松・清水副査担当） 

141) 稲谷祐: 宮崎産ヤマメの鰓 Na⁺,K⁺-ATPase の活性化過程の解析-秋スモルトの検討（清水

指導、清水・平松・東藤副査担当） 

142) 谷山奈津美: シロザケ稚魚におけるインスリン様成長因子-Ⅰと結合蛋白の成長指標として

の有用性（清水指導、清水・平松・東藤副査担当） 

 

B2. 修士論文テーマ（原研以外） 

H27年度： 

143) 石本伸：キンギョ Carassius auratus の鱗再生過程における非コラーゲン性基質タンパク質

の局在解析（平松副査担当） 

144) 鈴木友菜：ナイルティラピアにおける精巣分化関連因子gsdfノックアウト個体および#2081

強制発現個体の解析（平松副査担当） 

145) 来村智樹：チョウザメ類の脳下垂体と生殖腺におけるFSHおよびGHの検出（平松副査担当） 

146) 石野魁盛：チョウザメ類の性分化に伴うhsd17b1の発現解析および新規性分化関連遺伝子の

探索（平松副査担当） 

147) 李丹：ナイルティアピア組換えfshの作製と未分化生殖腺におけるfsh受容体発現部位の解析

（平松副査担当） 

148) 田原大貴：スケトウダラ卵に含まれる主要アレルゲンの精製と性状解析（平松副査担当） 

149) 陳天燕：天然ニホンウナギの生殖腺発達に伴うgsdfの発現解析 Expression of gsdf in the 

gonad of wild Japanese eel, Anguilla japonica during gonadal development（平松副査

担当） 

150）木村知彰：カラフトマス（Oncorhynchus gorbuscha）の第二次性徴として発現する鼻曲がり

の形成に関する生理学的研究（清水副査担当） 

151) 佐藤卓史：Mesocentrotus nudus 生殖巣肥大に関与する因子の網羅的解析（東藤副査担

当） 

152) 神原宏和：ニホンウナギの卵成熟誘起ステロイド産生制御機構の解析（東藤副査担当） 
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153) 白方孝幸：人為催熟ニホンウナギ卵巣におけるlhrの卵成熟に伴う発現変化（東藤副査

担当） 

154) 宮川寛貴：天然ニホンウナギの春機発動期における卵巣の油球形成関連遺伝子発現解

析（東藤副査担当） 

155) 水品亜由菜：天然および人為催熟ニホンウナギ卵巣の組織学的観察と生殖関連遺伝子

発現解析（東藤副査担当） 

 

H28年度： 

156) 大石岳人：サケ科魚類の脳下垂体培養系におけるインスリン様成長因子-Iとその結合

 蛋白の作用解析（清水指導、清水・平松・東藤副査担当） 

157) 曽根志織：鰓器官培養系を用いたサクラマス春および秋スモルトのNa⁺,K⁺-ATPaseの

 コルチゾル反応性の比較（清水指導、清水・平松・東藤副査担当） 

158) 田中英絵：サクラマスインスリン様成長因子結合蛋白-Iの機能的組換え蛋白の作製（清

 水指導、清水・平松・東藤副査担当） 

159) 村山大樹：クロソイとキツネメバルの天然妊娠魚における雄の交尾尾数の解析（東藤

 指導、東藤・平松・清水副査担当） 

160) 吉田達哉：魚類卵母細胞への物質輸送システムの開発：蛍光モデル輸送体を発現する

 トランスジェニックメダカの作製（平松指導、平松・東藤・清水副査担当） 

 

28年度（原研以外） 

161) 瀬部光太郎：カラフトマス (Oncorhynchus gorbuscha) 背隆起における結合組織の特性に関

 する研究（清水副査担当） 

162) 原島あずさ：キンギョ Carassius auratus コンドロアドヘリンの発現解析および免疫組織 

        化学的局在解析（平松副査） 

163) 稲葉駿：ニホンウナギの生殖腺性分化に及ぼす飼育環境の影響（平松副査） 

164) 松原薫：アムールチョウザメの形態的未分化生殖腺における性特異的DNA配列の探索（平

松副査） 

165) 佐藤瑞葉：Mesocentrorus nudusにおけるretinoic acid receptorとretinoid X receptorの発現

解析（東藤副査担当） 

166) 津江志緒莉：キタムラサキウニMesocentrorus nudusにおけるChicken ovalbumin upstream 

promoter transcription factor（COUP-TF）遺伝子の機能解析（東藤副査担当） 

167) 伊藤一郎太：アムールチョウザメ組換えFSHおよびLHの作製（東藤副査担当） 

 

 

C 卒業研究（学部4年生） 

C1. 卒業論文テーマ 
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H27年度（原研）： 

91) 勘林優樹: アムールチョウザメの新規ビテロジェニンおよびコリオジェニン様転写産物の

探索（平松指導） 

92) 大橋瑞穂: メダカとゼブラフィッシュの卵巣における油球形成関連因子の発現解析（東藤指

導） 

93) 佐藤往志: ホールマウント免疫染色法を用いた貝類幼生の種判別技術の開発（平松指導） 

94) 紫藤勇磨: GnRHアナログ投与のよるエゾメバル雌の性成熟促進（東藤指導） 

95) 小林美水: 低密度リポ蛋白質受容体関連蛋白13 (Lrp13) を発現する培養細胞の作製及び機能

解析（平松指導） 

96) 河合尚: サクラマス0年魚の鰓に対するホルモン投与の影響（清水指導） 

97) 田中弥生: ヨウジウオの卵巣で発現する卵形成関連因子の探索（東藤指導） 

98) 牟田雅武: メバル属魚類の増養殖の効率化に向けた組織学的・生化学的研究（平松指導） 

99) 木﨑亮佑: サクラマスの組換えインスリン様成長因子結合蛋白-2の作製（清水指導） 

100) 坂井大輔: サケ科魚類の成長ホルモン受容体の発現と蛋白レベルでの解析の試み（清水指

導） 

 

H28年度（原研以外） 

該当なし 

 

28年度卒業論文テーマ（原研）： 

101) 中村周：淡水中の摂餌状態と海水温がシロザケ稚魚の成長に与える影響（清水指導） 

102) 小山海斗：ゲノム編集によるメダカ低密度リポタンパク質受容体遺伝子ノックアウトの試

       み（平松指導） 

104) 柴田優斗：メダカとマコガレイの卵巣におけるリポタンパクリパーゼの発現解析（東藤指

       導） 

105) 塚原杏奈：緑色蛍光タンパク質を発現する組換えメダカの作製：pT2/Transposase と   

        pCAGAS/I-Sce I システムの比較（平松指導） 

106) 佐藤萌絵：サクラマス組換えインスリン様成長因子の作製（清水指導） 

107) 野中達浩：サクラマスとビワマスのグルココルチコイド受容体の機能解析（清水指導） 

108) 西村啓：ヨウジウオ卵巣におけるステロイド代謝酵素の発現解析（東藤指導） 

109) 石毛友里絵：メバル属魚類雄の性成熟と精子活性に関する研究（東藤指導） 

110) 笠井慶：ホールマウント免疫染色法による３種カレイ卵の種判別（平松指導） 

111) 猪股勇斗：エゾメバルの血中ビテロジェニン検出・測定系の確立（平松指導） 

112) 栗田大樹：サクラマスの春・秋スモルト鰓でのコルチゾルによる各ホルモン受容体の調節

        作用（清水指導） 
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H28年度（原研以外担当） 

該当なし 

 

２．原著論文 

 

A. 英文 

A1. 審査有 

209) Kaneko, N., Iijima, A., Shimomura, T., Nakajima, T., Shimura, H., Oomori, H., Urabe, H., Hara, A. 

and Shimizu, M. (2015) Profiles of circulating insulin-like growth factor-I during 

smoltification of masu salmon reared under different conditions. Fish. Sci. 81:643-652. 

210) Kaneko, N., Taniyama, N., Inatani, Y., Nagano, Y., Fujiwara, M., Torao, M., Miyakoshi, Y. and 

Shimizu, M. (2015) Circulating insulin-like growth factor-I in juvenile chum salmon: 

relationship with growth rate and changes during downstream and coastal migration in 

northern Hokkaido, Japan. Fish Physiol. Biochem. 41:991-1003. 

211) Fukuda, M., Kaneko, N., Kawaguchi, K., Hevrøy, E.M., Hara, A. and Shimizu, M. (2015) 

Development of a time-resolved fluoroimmunoassay for salmon insulin-like growth factor 

binding protein-1b. Comp. Biochem. Physiol. 187A:66-73. 

212) Damsteegt, E.L., Mizuta, H., Hiramatsu, N. and Lokman, P.M. (2015) How do eggs get fat? Insights 

into ovarian fatty acid accumulation in the shortfinned eel, Anguilla australis. Gen. Comp. 

Endocrinol. 221: 94-100. 

213) Hiramatsu N., Todo T., Sullivan C.V., Schilling J., Reading B.J., Matsubara T., Ryu Y-W., Mizuta H., 

Luo W., Nishimiya O., Wu M., Mushirobira Y., Yilmazu O. and Hara A. (2015)  Ovarian 

yolk formation in fishes: Molecular mechanisms underlying formation of lipid droprets and 

vitellogenin-derived yolk proteins. Gen. Comp. Endocrinol., 221:9-15. 

214) Schilling, J., Nepomuceno, A.I. Planchart, A., Yoder, J.A., Kelly, R.M., Muddiman, D.C., Daniels, 

H.V., Hiramatsu, N. and Reading, B.J. (2015) Machine learning reveals sex-specific 

17beta-estradiol-responsive expression patterns in white perch (Morone americana) plasma 

proteins. Proteomics. 15(15): 2678-2690. 

215) Mushirobira, Y., Mizuta, H., Luo, Wenshu., Todo, T., Hara, A., Reading, B.J., Sullivan, C.V. and 

Hiramatsu. (2015) Molecular cloning and partial characterization of a low-density lipoprotein 

receptor-related protein 13 (Lrp13) involved in vitellogenin uptake in the cutthroat trout 

(Oncorhynchus clarki). Mol. Reprod. Dev. 82: 986-1000. 

216) Hevrøy, E.M., Tipsmark, C.K., Remø, S.C., Hansen, T., Fukuda, M., Torgersen, T., Vikeså, V., 

Olsvik, P.A., Waagbø, R. and Shimizu, M. (2015) Role of the GH-IGF-1 system in Atlantic 

salmon and rainbow trout postsmolts at elevated water temperature.  Comparative 

Biochemistry and Physiology, Part A 188:127-138. 
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217) Goto, R., Saito, D., Kawakami, Y., Kitauchi, T., Takagi, M., Todo, T., Arai, K. and Yamaha, E. (2015) 

Visualization of primodal germ cells in the fertilized pelagic eggs of the barfin flounder 

Verasper moseri. Int. J. Dev. Biol. 59: 465-470. 

218) Nishimiya, O., Katsu, Y., Inagawa, H., Hiramatsu, N., Todo, T. and Hara, A. (2016) Molecular 

cloning and characterization of hagfish estrogen receptors. J. Steroid Biochem. Mol. Biol., 

DOI http://dx.doi.org/doi:10.1016 /j.jsbmb.2016.06.004 

219) Kuwada, T., Tokuhara, T., Shimizu, M. and Yoshizaki, G. (2016) Body size is the primary regulator 

affecting commencement of smolting in amago salmon Oncorhynchus masou ishikawae. Fish. 

Sci. 82:59-71. 

220) Taniyama, N., Kaneko, N., Inatani, Y., Miyakoshi, Y. and Shimizu, M. (2016) Effects of 

seawater transfer and fasting on the endocrine and biochemical growth indices in 

juvenile chum salmon (Oncorhynchus keta). Gen. Comp. Endocrinol., 236:146-156. 

221) Kawasaki, T., Shimizu, Y., Mori, T., Hiramatsu, N., Todo, T. (2017) Development of artificial 

insemination techniques for viviparous black rockfish (Sebastes schlegelii). Aquacult. 

Sci., 65(1): 73-82. 

 

A2. 審査無 

本年度該当なし 

 

B 邦文・その他の言語 

B1. 審査あり 

 

216) 前林 衛・稲岡雄平・吉田達哉・萩原聖士・西宮 攻・筵平裕次・原 彰彦・東藤 孝・
平松尚志 (2016) アムールチョウザメ Acipenser schrenckii の多型ビテロジェニ
ン遺伝子の cDNA クローニング. 水産増殖 (Aquacult. Sci.), 64: 63-76. 

 

B2. 審査無し 

本年度該当なし 

 

３．その他の印刷発表（国際学会プロシーディング・著書・総説・解説） 

A 国際学会プロシーディング 

本年度該当なし 

 

B 著書 

9) Shimizu, M. Insulin-like growth factor-I. In: Handbook of Hormones: Comparative and General 

Endocrinology (Takei, Y., Ando, H. Tsutsui, K., eds.), San Diego:Elsevier, pp161-163, 2016. 

10) Shimizu, M. Insulin-like growth factor-II. In: Handbook of Hormones: Comparative and General 

Endocrinology (Takei, Y., Ando, H. Tsutsui, K., eds.), San Diego:Elsevier, pp164-166, 2016. 

11) Shimizu, M. Insulin-like growth factor binding proteins. In: Handbook of Hormones: Comparative 

http://dx.doi.org/doi:10.1016　/j.jsbmb.2016.06.004
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and General Endocrinology (Takei, Y., Ando, H. Tsutsui, K., eds.), San Diego:Elsevier,  

pp167-169, 2016.. 

 

C 総説・解説 

C1. 審査あり 

26) Hiramatsu N., Todo T., Sullivan C.V., Schilling J., Reading B.J., Matsubara T., Ryu Y-W., Mizuta H., 

Luo W., Nishimiya O., Wu M., Mushirobira Y., Yilmazu O. and Hara A. (2015) Ovarian yolk 

formation in fishes: Molecular mechanisms underlying formation of lipid droprets and 

vitellogenin-derived yolk proteins. Gen. Comp. Endocrinol., 221:9-15. 

27) Hara, A., Hiramatsu, N. and Fujita, T. (2016) Vitellogenesis and choriogenesis in fishes. Fish. 

Sci., 82:187-202.  

 

D その他 

D1. 東藤孝・平松尚志・和田怜・横野孝典・高橋明宏・川崎琢真（2016）フサカサゴ科魚類（ソ

イ・メバル類）における人為的繁殖制御技術の開発. 水産研究助成事業報告（平成 26

年度）, pp57-70, 公益財団法人北水協会, 札幌 

D2. 平松尚志（2016）H27年度北水協会研究助成事業速報「カレイ類受精卵及びシシャモ仔魚

に対する種特異抗体の作製」 

D3. 東藤孝（2016）H27年度北水協会研究助成事業速報「フサカサゴ科魚類（ソイ・メバル類）

における人為的繁殖制御技術の開発」 

D4. 平松尚志（2017）カレイ類受精卵及びシシャモ仔魚に対する種特異抗体の作製. 水産研

究助成事業報告（平成 27年度）, pp15-23, 公益財団法人北水協会, 札幌 

D5. 東藤孝・平松尚志・横野孝典・小渡賢太・紫藤勇磨・川崎琢真（2017）フサカサゴ科魚類

（ソイ・メバル類）における人為的繁殖制御技術の開発. 水産研究助成事業報告（平成

27年度）, pp38-49, 公益財団法人北水協会, 札幌 

D6. 清水宗敬（2017）H28年度北水協会研究補助事業速報「サケ科魚類の種苗性と海洋環境との

マッチングに関する実験的検証」 

D7. 平松尚志（2017）H27年度北水協会研究助成事業速報「カレイ類受精卵及びシシャモ仔魚

に対する種特異抗体の作製」 

D8. 東藤孝（2017）平成 27年度秋山財団年報, p66, 公益財団法人秋山記念生命科学財団, 札幌 

 

４．学会発表 

A 国内学会 

A1 日本水産学会 

385) 金子信人・谷山奈津美・藤原真・虎尾充・宮腰靖之・清水宗敬（2015）: カラフトマス稚

魚の降海回遊に伴う生理学的な成長指標の変化 平成 27 年度日本水産学会春季大会, 

要旨集 pp.16, 東京海洋大学, 品川, 2015.3.27-31 

386) 志村遥夏・中嶋拓郎・浦和寛・清水宗敬  (2015) ：ビワマス Na⁺,K⁺-ATPase α1b サブユ
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ニットのプロモーター領域のクローニング 平成 27年度日本水産学会春季大会, 要旨

集 pp.214, 東京海洋大学, 品川, 2015.3.27-31 

387) 西宮攻・横野孝典・莚平裕次・東藤孝・川崎琢磨・松原孝博・澤口小有美・原彰彦・平松

尚志（2015）: エゾメバルの卵巣発達に伴う 3 型ビテロジェニン遺伝子発現量の変化 

平成 27年度日本水産学会春季大会,要旨集 pp.215, 東京海洋大学, 品川, 2015.3.27-31 

388) 莚平裕次・西宮攻・永田淳・東藤孝・原彰彦・平松尚志（2016）: カットスロートトラウ

ト（Oncorhynchus clarki）における 2型ビテロジェニンプロモーターの性状解析 平成

28年度日本水産学会春季大会,要旨集 pp.14, 東京海洋大学, 品川, 2016.3.26-30 

389) 金子信人・谷山奈津美・宮腰靖之・清水宗敬（2016） : シロザケ稚魚における個体成長率

とインスリン様成長因子-I 血中蛋白・遺伝子発現量の関係 平成 28年度日本水産学会

春季大会, 要旨集 pp.162, 東京海洋大学, 品川, 2016.3.26-30 

390) 紫藤勇磨・川崎琢真・筵平裕次・平松尚志・東藤孝 (2016)：GnRH投与によるエゾメバル

 雌の成熟促進 平成28年度日本水産学会北海道―東北合同支部大会、要旨集 pp51,  

 北海道大学大学院水産科学研究院,  函館, 2016.10.22-23.  

391) 金子信人・虎尾 充・藤原 真・越野陽介・宮腰靖之・清水宗敬 (2017)：血中インスリン

 様成長因子結合蛋白-1b を用いたシロザケ稚魚の成長評価 平成29年度日本水産学会

 春季大会,要旨集 pp.15, 東京海洋大学, 品川, 2017.3.26-30 

392) 永田 淳・筵平裕次・西宮 攻・平松尚志・原 彰彦・東藤 孝 (2017)：カットスロート

 トラウト雌の肝臓におけるエストラジオール-17β応答性遺伝子の生殖周期に伴う発

 現変化 平成29年度日本水産学会春季大会,要旨集 pp.16, 東京海洋大学, 品川, 

 2016.3.26-30 

393) 中村 周・金子信人・宮腰靖之・清水宗敬 (2017)： 淡水中の摂餌状態と海水温がシロザケ

 稚魚の成長に与える影響の評価（ポスター発表） 平成29年度日本水産学会春季大会,

 要旨集 pp.113, 東京海洋大学, 品川, 2017.3.26-30 

394) 田中英絵・中野裕介・水田紘子・平松尚志・清水宗敬 (2017)：サクラマスインスリン様成

 長因子結合蛋白-1の機能的組換え蛋白の精製（ポスター発表）平成29年度日本水産学

 会春季大会,  要旨集 pp.170, 東京海洋大学, 品川, 2017.3.26-30 

 

B 国際学会 

B1. Aquaculture America 2015 

394. Schilling, J., Hiramatsu, N., Daniels, H.V. and Reading, B.J. (2015) Vitellogenesis in white perch 

(Morone americana): Multiple vitellogenins and their receptors. In: abstract of Aquaculture 

America 2015 (https://www.was.org/meetings/ShowAbstract.aspx?Id=34659) February 19-22, 

New Orleans, Louisiana. 

B2. North Pacific Anadromous Fish Commission 
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395. Kaneko, N.,  Taniyama, N., Inatani, Y., Fujiwara, M. Torao, M., Miyakoshi, Y.and Shimizu, M. 

Circulating insulin-like growth factor-I in juvenile chum and pink salmon: relationship with 

growth rate and changes during downstream and coastal migration in eastern Hokkaido, 

Japan. NPAFC International Symposium on Pacific Salmon and Steelhead Production in a 

Changing Climate: Past, Present, and Future (Kobe International Conference Center, Kobe, 

Hyogo, Japan) May 17-19, 2015 

B3. 8th International Symposium on Fish Endocrinology 

396. Shimizu, M. Tanaka, H., Oishi,G., Nakano, Y. and Mizuta,H. Production of recombinant salmon 

insulin-like growth factor binding protein-1 subtypes. 8th International Symposium on Fish 

Endocrinology (Lindholmen Conference Center, Gothenburg, Sweden) June 29-July 2, 2016. 

 

C その他研究会等 

 

C1. The 12th International Meeting on Reproductive Biology of Aquatic Animals of the East China 

Sea 

207) Mushirobira, Y., Nishimiya, O., Nagata, J., Todo, T., Hara, A. and Hiramatsu, N. (2015) Molecular 

characterization of dual vitellogenin gene promoters in the cutthroat trout (Oncorhynchus 

clarki). The 12th International Meeting on Reproductive Biology of Aquatic Animals of the 

East China Sea, Abstract page 2, Nov. 11-14, Marine Science Institute, Jeju National University, 

Jeju, Korea. 

208) Nagata, J., Mushirobira, Y., Hiramatsu, N., Hara, A. and Todo, T. (2015) Analysis of lipid droplet 

formation in oocytes of the cutthroat trout, Oncorhynchus clarki in vitro. The 12th International 

Meeting on Reproductive Biology of Aquatic Animals of the East China Sea, (Abstract: poster 

number 14), Nov. 11-14, Marine Science Institute, Jeju National University, Jeju, Korea. 

 

C2. The 2
nd

 Joint Symposium of HU/NTOU & 1
st
 International Conference on Quaternary and 

Future Earth  

209) Hiramatsu, N. and Todo, T. (2016): Molecular mechanisms underlying yolk formation in fish: how 

to make the tailor-made yolk?  The 2
nd

 Joint Symposium of HU/NTOU & 1
st
 International 

Conference on Quaternary and Future Earth, Abstract page 15, January 7-8, National Taiwan 

Ocean University, Keelung, Taiwan. 

 

C3. The 13th International Meeting on Reproductive Biology of Aquatic Animals of the East China 

Sea 
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210) Mushirobira,Y., Nagata, J., Todo, T., Hara, A. and Hiramatsu, N. (2016) : Expression profiles of dual 

vitellogenin genes in the cutthroat trout (Onchorhychus clarki) following estradiol-17β 

administration. (Abstract: poster number 10), Nov. 28-30, Canal City Hakata , Fukuoka, Japan. 

211) Nagata, J., Mushirobira, Y., Hiramatsu, N., Hara, A. and Todo, T. (2016): Differential responses of 

oogenesis-related genes to estradiol-17β in the liver of cutthroat trout, (Onchorhychus clarki). 

(Abstract: poster number 14), Nov. 28-30, Canal City Hakata , Fukuoka, Japan. 

 

C4. サケ学研究会 

212) 清水宗敬（2015）サケの成長と回遊 第9回サケ学研究会、北海道大学（札幌、北海道）、

平成27年12月20日 

 

５．社会奉仕活動（公開講座・講演等） 

A 教育講演・招待講演等 

100) 東藤孝・平松尚志 (2015): 平成27年度オープンキャンパス【高校生限定プログラム（実験）】

「魚の卵を科学しよう！」、8月3日、北海道大学水産学部第2研究棟W302 

101) Naoshi Hiramatsu (2015): Hokkaido University (HU) Learning Satellite ñFish ón Czechò 2015,

「Oogenesis in fish: what makes fish eggs ? Current understanding of yolk formation in fish」, 

14-25 September, South Bohemia University, Vodnany, Czech Republic. 

102) 平松尚志・紫藤勇磨・田中弥生・勘林優樹(2016)（「海の宝を巡る学びと体験マリンラーニ

ング」の一環で実施スタッフとして参加）：H28年度 日本財団「海と日本プロジェク

ト」：海の宝を巡る学びと体験マリンラーニング：函館マリンフェスティバル（はこだ

てマリンラーニング：7月 23－24日：海洋センター内）、北の魚の赤ちゃんと海藻の世

界（7月 17‐24日：海洋センター内） 

103) 平松尚志 (2016): 平成28年度（第30回）北海道大学水産学部公開講座「弁天町発！！水産・

海洋研究の最前線」：第4回 魚の卵を科学する（テキストp18－23）、7月30日、北海道

大学水産学部大講義室 

104) 平松尚志(2016)（「海の宝を巡る学びと体験マリンラーニング」の一環で実施スタッフとし

て参加）：H28 年度 日本財団「海と日本プロジェクト」：海の宝を巡る学びと体験マ

リンラーニング：パドルボードで海の宝ものを探そう（8月 6‐7日：静岡県三保海岸） 

105) 原彰彦・紫藤勇磨・田中弥生 (2016)（「海の宝を巡る学びと体験マリンラーニング」の一環

で実施スタッフとして参加）：H28 年度 日本財団「海と日本プロジェクト」：海の宝

を巡る学びと体験マリンラーニング：海の宝マリンブルーフェスタ in 札幌（8月 8‐9

日：札幌 

106) 平松尚志・紫藤勇磨(2016)（「海の宝を巡る学びと体験マリンラーニング」の一環で実施ス

タッフとして参加）：H28 年度 日本財団「海と日本プロジェクト」：海の宝を巡る学

びと体験マリンラーニング：北の魚の赤ちゃんと海藻の世界（8月 10‐17日、9月 3-10
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日：函館空港） 

107) 平松尚志（2016）：第一回食科学プラットフォーム「水産ブロック」意見交換会「魚の卵を

科学する～基礎から応用への共同研究の可能性」、9月6日、北海道立総合研究機構水産

研究本部（余市） 

108）紫藤勇磨・川崎琢磨、村山大樹、猪股勇斗、石毛友里絵、平松尚志、東藤孝（2017）：

平成28年度函館国際水産・海洋都市構想シンポジウム・海洋研究センター研究発表会

「GnRH投与によるエゾメバル雌の性成熟促進」、3月8日、函館市国際水産・海洋総合

研究センター（函館） 

109）村山大樹・川崎琢磨・東藤孝・平松尚志・原彰彦（2017）：平成28年度函館国際水産・海洋

都市構想シンポジウム・海洋研究センター研究発表会「クロソイとキツネメバルの天

然妊娠魚における雄の交尾尾数の解析」、3月8日、函館市国際水産・海洋総合研究セン

ター（函館） 

110）永田淳（2017）：マリンサロンミーティング・研究取り組み紹介「海洋動物生殖生化学研

究室の取り組みについて」、1月 30日、函館市国際水産・海洋総合研究センター（函

館） 

 

６． 研究室行事 

H27年 4月 24日：金龍丸ウスメバル釣り（東藤・平松・原・淡水学生） 

H27年 4月 29日：大講座花見（構内） 

H27年 5月 16-21日：金子 NPAFCシンポジウム（神戸）に出席 

H27年 5月 23日：第 95回北水同窓会定期総会（札幌サンプラザ）（原・原研 OBら） 

H27年 6月 2日：臼尻スナガレイ釣り 

H27年 6月 15日：八雲カレイ釣り（東藤・平松・原・武田・西宮・紫藤・田中弥生） 

H27年 7月 10日：文部省鈴木せいら氏来室（教室 OG） 

H27年 7月 16日：筵平 D 論発表 

H27年 7月 23-24日：室蘭ガヤサンプリング 

H27年 8月 27-30日：東藤・平松 おしょろ丸乗船 

H27年 8月 28日：湖池屋高橋明宏氏来室（教室 OB） 

H27年 9月 4日：三原 茂氏来室（元アース製薬研究所長） 

H27年 9月 12日：清水 チェコへ  

H27年 9月 20日：平松 チェコへ  

H27年 9月 24日：長野雄太氏来室（教室 OB） 

H27年 10月 28？日：上海海洋大学 Wuさん来室（教室 OG） 

H27年 11月 11-12日：室蘭ガヤサンプリング（東藤・小渡・佐藤・紫藤） 

H27年 11月 11-15日：平松・筵平・永田 韓国済州島へ日中韓シンポジウム出席  

H27年 12月 18日：教室忘年会 じゅ亭む 牛すき焼コース 
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H28年 1月 6-9日：平松 台湾へ 

H28年 2月 9日：前林 D 論発表 

H28年 2月 15日：修士論文発表（小野・金丸・永田・横野・小渡・峯野・八島・稲谷・谷山） 

H28年 2月 25日：卒業論文発表（佐藤往志・勘林・小林美水・河合尚・大橋・田中弥生・紫藤・

  牟田） 卒論お疲れ様会・追いコン “うまいもんや ぐあっぱ” 

H28年 3月 4日：清水研卒論発表（木崎・坂井） 

H28年 3月 9日：道庁水田紘子氏来室（教室 OG） 

H28年 3月 25日：平成 27年度学士・修士・博士学位記授与式（ロワジールホテル函館） 

H28年 3月 26-30日：平成 28年度日本水産学会春季大会（東京海洋大）（清水・平松・金子・ 

  筵平） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

H28年 4月 14日：熊本県益城町で震度 7 

H28年 4月 16日：熊本で震度 7 

H28年 4月 24日：大講座花見（構内） 

H28年 5月 27日：第 96回北水同窓会定期総会（銀座東武ホテル）（平松・原） 

  原研同窓会木村屋に 10名集まる 

H28年 6月 9日：八雲カレイ釣り 

H28年 6月 17日：明治製菓 樺山（森田）氏来室（教室準 OB） 

H28年 6月 26-28日：芳賀 歩氏来函 

H28年 7月 4日：三星亨氏来室 

H28年 7月 13日：瀬棚へマゾイ釣り 

H28年 7月 14日：雑賀氏、原田氏来室 

H28年 8月 4日：室蘭栽培センター川崎氏来室 

H28年 8月 5日：金子シアトルへ（-9/5） 

H28年 8月 7-9日：海の宝マリンブルーフェスタ in 札幌 マリン・ラーニング 魚拓指導 

   原・紫藤・田中弥生 参加 

H28年 8月 27-29日：東藤・紫藤 おしょろ丸乗船  

H28年 8月 30日：台風 10号函館接近 構内のポプラなど倒木 

H28年 9月 10日：室蘭 NHK 佐藤往志君来函 海洋センター前でイワシ sampling 

H28年 9月 16-26日：清水チェコへ 

H28年 9月 22日：大船漁港チカ sampling  平松・東藤以下多数参加 

H28年 10月 6日：筵平博士 追い出しコンパ 備後屋 

H28年 10月 9日：志村遥夏さん来函、高橋明宏君来函 

H28年 10月 14日：筵平博士、長崎大へ 

H28年 10月 15日：八雲マコガレイ sampling、 平松他 5名参加 

H28年 10月 20日：学生実習開始（～11/2） 
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H28年 10月 22-23日： 日本水産学会北海道－東北合同支部大会（北大院水） 

H28年 10月 27日：Prof Mark Lokman 歓迎会 焼鳥鳥藤 東藤・平松以下 12名参加 

H28年 11月 12-13日：海の宝アカデミック会議 2016（函館市地域交流センター） 

    海の宝アカデミックコンテスト 2016（五稜郭タワーアトリウム） 

H28年 11月 18日：Prof Mark Lokman セミナー ñAnticipating long-distance migration in the eel-a 

   role for steroid hormonesò 

H28年 11月 28-30日：第 13回日中韓シンポジウム 博多キャナルシティー平松・永田・原 参加 

H28年 12月 2日：清水・田中・大石 ノルウェーへ 

H28年 12月 15日：東藤ら室蘭へ sampling 

H28年 12月 19日：東藤ら室蘭へ sampling  

H28年 12月 21日：教室忘年会 炭焼き居酒屋 ALIIôs  27名参加 

H28年 12月 23日：原研バンド 発表会 あうん堂  

H28年 12月 25日：さよなら Mark 隠れ家居酒屋気腹志 

H28年 12月 28日：Prof Mark Lokman 離函 

H29年 1月 11日：久しぶりに大雪 

H29年 2月 7日：修士論文発表練習 

H29年 2月 14日：修士論文発表会 田中英絵・大石・曽根・村山・吉田 

H29年 2月 20日：釜山海洋大学 南宮 眞さん来室 

H29年 2月 27日：卒業論文発表会（佐藤・中村・柴田・西村・栗田・野中・石毛・猪股・笠井・ 

         塚原・小山） 追いコン：居酒屋こざる 

H29年 3月 1日：清水講師、准教授に昇進 

H29年 3月 24日：平成 28年度学士・修士・博士学位記授与式（フォ－ポイントバイシェラトン

  函館（旧ロワジールホテル函館）） 

H29年 3月 26-30日：平成 29年度日本水産学会春季大会（東京海洋大）（清水・東藤・平松・ 

     金子・永田） 
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（以上、その他関連写真は http://www.geocities.co.jp/hlaboratory/photo_album.html） 

 

7.  お知らせ 

住所や連絡先の変更がありましたら、気軽に平松もしくは連絡担当（原研ＨＰ参照）までお知

らせください。 

（編集担当：平松）  

http://www.geocities.co.jp/hlaboratory/photo_album.html


22 

 

8. H26年度名簿 
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9. H27年度名簿
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〒041-8611 北海道函館市港町 3-1-1 

北海道大学大学院水産科学研究院 海洋応用生命科学部門 

原 研究室 グループ 

 

Division of Marine Life Science 

Faculty of Fisheries Sciences, Hokkaido University 

HARAKEN group 

3-1-1 Minato, Hakodate, Hokkaido 041-8611, Japan 

 

電話＆ファックス：  0138-40-8878（平松オフィス）・0138-40-5615（原・東藤オフィス） 

0138-40-8897（清水オフィス）・0138-40-5644（学生オフィス） 

 

研究室ホームページ： http://www.geocities.jp/hlaboratory/ 

            

HOKKAIDO UNIV


